
 

二
十
二
年
度
公
開
学
習
・
講
座 

    

「
専
科
一
期
校
友
会
ク
ラ
ス
理
事
会
」
が 

開
か
れ
ま
し
た
（
５
月
１４
日
開
催
） 

 

郷
土
・
出
席
者 

相
場
恒
夫
、
大
阿
久
聖
一
、 

北
氏
和
雄
、
田
中 

忠
、
松
野
吉
光 

5
月
14
日
県
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ク
ラ
ス
理
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。 

 

☆
伊
奈
連
協
平
成
22
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

 
 

１
．
平
成
22
年
度
総
会
、
理
事
会
の
実
施
日 

 
 

２
．
伊
奈
連
協
事
業 

 
 

３
．
県
連
協
等
事
業 

☆
伊
奈
連
協
事
業
と
し
て
「
第
19
回
合
同
研
修
会
」
が
11

月
26
日
に
決
定
さ
れ
て
い
る
、
担
当
１９
期
で
専
科
1

期
は
補
助
参
加
す
る
。 

・
第
19
回
合
同
研
修
実
施
計
画
（
提
案
書
）
伊
奈
連

協
会
長
に
提
出 

 
 

・
19
期
校
友
会
＆
第
1
期
専
科
担
当
「
合
同
研
修

会
の
役
割
」
（
6
月
1１
日
次
回
理
事
会
で
決
定
） 

 

☆
第
1
回
ミ
ニ
ミ
ニ
通
信
の
発
行 

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

掲
載
（
５
月
18
日
掲
載
） 

 
 

・
校
友
会
第
1
回
理
事
会
議
事
録 

 
 

・
校
友
会
の
活
動
予
定 

 
 

・
各
コ
ー
ス
の
活
動
予
定 

 
 

・
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
予
定 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
伊
奈
い
き
が
い
ネ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
編
集
委
員
会 

(

５
月
１９
日
開
催)  
 
 
 
 

出
席
者 

岡
村 

昭
則 

 

今
年
度
第
２
回
編
集
委
員
会
が
伊
奈
学
園
で
午
後
５
時

か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。
専
科
か
ら
は
健
康
コ
ー
ス
の
伊
藤

さ
ん
も
出
席
し
ま
し
た
。 

●
７
日
に
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
理
事
会
報
告 

 

①
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
移
行
に
つ
い
て
、

３５
名
が
完
了
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
確
保
で
き
な
い
人
が
大
勢
い
る
の
で
、
後

日
補
講
を
行
う
こ
と
。 

②
Ｏ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
所
有
者
で
あ
る
中
島
さ
ん
の
技

術
を
伝
授
す
る
た
め
に
５
名
の
技
術
員
が
任
命
さ
れ
学
園

よ
り
委
嘱
状
を
渡
し
て
い
る
こ
と
。 

③
伊
奈
い
き
が
い
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
い
る
こ
と
。 

④
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
加
盟
が
４
件
。
こ
の
中
に
は
専
科

三
コ
ー
ス
が
入
っ
て
い
る
こ
と
。 

⑤
２１
期
生
と
専
科
二
期
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
の
説

明
会
に
専
科
一
期
生
も
参
加
要
請
あ
り
。
私
が
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
参
加
す
る
旨
を
報
告
。 

●
田
中
健
委
員
よ
り
、
昨
年
同
様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

を
中
心
に
８
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
を
開
く
報
告
し

た
の
で
、
私
の
方
か
ら
講
習
を
受
け
た
感
想
と
し
て
、「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
立
上
げ
る
こ
と
を
目
的
で
簡
単
に
理
解
し
や

す
い
講
習
内
容
に
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
入
れ
た
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て
検
討
し
て
改
善
し
た
い
と
ま
と
め

ら
れ
た
。
期
待
し
た
い
。 

   

●
７
月
９
日 

公
開
学
習 

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
１２
月
３
日 

公
開
学
習 

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

 

●
１２
月
22
日 

公
開
講
座 

「
郷
土
の
偉
人 

荻
野
吟
子
」 

セ

ミ

ナ

ル

ー

ム

２ 
 
 
 

●
１
月
２０
日 

公
開
講
座 

「
日
本
の
文
化
と
心
の
健
康
」 

セ

ミ

ナ

ル

ー

ム

２ 
 
 
 
 

●
２
月
14
日 

公
開
講
座 

「
日
本
の
農
業
問
題
」 

セ

ミ

ナ

ル

ー

ム

２ 
 
 
 

●
２
月
２２
日 

公
開
講
座 

「
日
本
の
文
化
と
心
の
健
康
」 

セ

ミ

ナ

ル

ー

ム

２ 
 
 
 

●
２
月
２３
日 

公
開
講
座  

「
日
本
の
文
化
と
心
の
健
康
」 

セ

ミ

ナ

ル

ー

ム

２ 
 
 
 

●
２
月
２８
日 

公
開
講
座 

「
脳
科
学
に
つ
い
て
」 

セ

ミ

ナ

ル

ー

ム

２ 
 
 
 

●
３
月
２
日 

公
開
講
座 

「
脳
科
学
に
つ
い
て
」 

 
 

 

セ 

ミ 

ナ 

ル 

ー 

ム 

２ 
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伊
奈
連
協
事
業 

 
 
 

県
連
協
等
事
業 

   

●
第
十
三
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
兼
県
連
大
会
選

手
選
考
会
） 

 

９
月
１０
日
（
予
備
日
９
月
１７
日
） 

県
活
セ
ン
タ
ー 

●
第
十
七
回
親
睦
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ 

 

１１
月
８
日 

西
武
文
化
セ
ン
タ
ー 

● 

第
十
九
回
合
同
研
修
会 

１１
月
２６
日 

県
活
セ
ン
タ
ー 

●
社
会
活
動
部
の
交
流
・
連
帯
（
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
他
） 

 

１１
月
７
日 

県
活
セ
ン
タ
ー 

●
伊
奈
学
園
学
園
祭 

１０
月
２０
日
〜
２２
日 

３
日
間 

２２
日
は
Ｏ
Ｂ
の
日 

県
活
セ
ン
タ
ー 

   

●
第
１
回
公
開
学
習 

 

７
月
９
日 

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
高
齢
者
創
作
展 

 

９
月
１０
日
〜
１３
日 

埼
玉
会
館 

●
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

 

１０
月
８
日 

上
尾
運
動
公
園
体
育
館 

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

 

１０
月
２０
日
（
予
備
日
１０
月
２７
日
）
上
尾
運
動
公
園
補 

助
競
技
場 

●
彩
の
国
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

１１
月
７
日 

県
活
セ
ン
タ
ー 

●
第
２
回
公
開
学
習 

 

１２
月
３
日 

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
会
報
第
三
十
九
号
発
行 

 

３
月
１
日 

                       

※
第
十
九
回
合
同
研
修
会
（
１１
月
２６
日
） 
 

専
科
一
期
校
友
会
も
担
当
し
ま
す
の
で
、
田
中
校
友
会

会
長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

            

 
第１９回合同研修会実施計画（提案書） 
１９期校友会・専科１期校友会担当 
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第
八
回 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル 

 

越
谷
宿 

五
月
十
八
日
（
火
）
、
東
武
線
越
谷
駅
の
改
札
口
に
は
当

日
１１
名
が
集
合
。
天
気
は
良
す
ぎ
て
暑
い
。
駅
前
は
、
再

開
発
の
大
型
工
事
が
行
わ
れ
て
い
て
北
側
は
シ
ー
ト
と
、

大
型
建
機
が
見
え
る
だ
け
。 

旧
日
光
街
道
を
北
に
向
か
い
、
元
荒
川
迄
進
む
。途
中
、

所
々
に
、
木
造
の
古
い
建
屋
や
、
蔵
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
元
荒
川
手
前
の
土
手
を
進
み
、
御
殿
跡
へ
。
石

碑
と
説
明
板
が
有
る
だ
け
で
す
が
、
こ
の
辺
り
の
町
名
が

ま
だ
御
殿
町
と
な
っ
て
い
る
。
す
ぐ
先
に
は
、
建
長
元
年

の
板
碑
が
有
り
ま
す
。
越
谷
周
辺
で
は
、
一
番
年
代
的
に

古
い
物
と
の
こ
と
で
す
。
元
荒
川
土
手
を
更
に
進
み
、
宮

前
橋
を
渡
り
、久
伊
豆
神
社
参
道
入
り
口
へ
。
す
ぐ
左
は
、

天
嶽
寺
入
り
口
。
参
道
（
５
０
０
ｍ
位
）
を
進
み
、
久
伊

豆
神
社
本
殿
へ
。
途
中
に
は
、
立
派
な
松
の
木
が
有
り
、

又
本
殿
手
前
に
は
時
期
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
立
派
な
藤

棚
が
有
り
そ
の
先
は
回
遊
式
の
池
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

に
は
亀
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
休
憩
、
昼
食
。 

参
道
を
戻
り
、
と
な
り
の
天
嶽
寺
へ
。
越
谷
吾
山
の
墓

が
有
り
ま
す
。
再
び
旧
日
光
街
道
へ
戻
り
、
照
光
院
を
見

て
、
香
取
神
社
へ
。
此
処
の
本
殿
の
彫
刻
や
、
基
礎
の
木

組
は
立
派
な
物
で
し
た
。此
処
か
ら
、北
越
谷
駅
に
行
き
、

西
口
に
廻
り
、
浄
光
寺
へ
。
北
に
向
か
い
、
文
教
大
手
前

の
元
荒
川
土
手
沿
い
を
歩
き
桜
の
木
々
の
日
陰
で
休
み
な

が
ら
、
北
越
谷
駅
に
到
着
。
本
日
の
行
程
を
終
了
。
駅
前

で
暑
さ
し
の
ぎ
と
、
休
憩
の
お
茶
時
間
。
楽
し
く
一
時
間

余
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
（
天
谷
） 

 

田
中 

忠
さ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！ 

郷土の会のみなさん ときたま、私達のホームページを訪れて下さい！ 

田中さんのＵＲＬ http://www.olff.net/HP/t-tanaka/ 
岡村のＵＲＬ   http://www.olff.net/HP/okamura/ 
専科校友会ＵＲＬ http://www.olff.net/ina-senka01/ 
伊奈学園ＵＲＬ  http://www.olff.net/sid-ina/index.html 
ホームページ開設は伊奈ネットクラブでどうぞＵＲＬ http://www.olff.net/IINC/ 
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『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
越
谷
宿 

●
越
ヶ
谷
宿
は
、
日
本
の
近
世
に
あ
た
る
江
戸
時
代
に
整

備
さ
れ
栄
え
て
い
た
宿
場
町
の
一
つ
。
現
在
の
埼
玉
県
越

谷
市
中
心
部
に
相
当
す
る
。
日
光
街
道
の
江
戸
・
日
本
橋

か
ら
数
え
て
３
番
目
の
宿
場
で
あ
る
。 

●
特
徴 

既
に
鎌
倉
時
代
頃
に
は
六
斎
市
の
立
つ
町
と
し

て
栄
え
て
い
た
記
述
が
あ
り
、
猿
島
街
道
、
赤
山
街
道
が

東
西
南
北
に
貫
通
す
る
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
江
戸

幕
府
の
成
立
後
す
ぐ
に
日
光
街
道
の
宿
場
に
取
立
て
ら
れ
、

正
式
な
宿
場
と
な
っ
た
。
ま
た
元
荒
川
の
対
岸
で
あ
る
大

沢
村
も
町
場
化
し
、
越
ヶ
谷
の
伝
馬
上
の
助
合
村
と
し
て

大
沢
宿
が
成
立
し
て
い
る
。
後
に
こ
の
越
ヶ
谷
と
大
沢
の

二
つ
の
町
を
合
わ
せ
た
範
囲
が
越
ヶ
谷
宿
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
規
模
は
千
住
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
た
。 

 

宿
場
の
範
囲
は
現
在
の
越
谷
市
越
ヶ
谷
か
ら
元
荒
川
を

渡
り
、
同
市
大
沢
に
至
る
範
囲
で
あ
る
。
古
く
か
ら
栄
え

て
い
た
越
ヶ
谷
側
は
旅
籠
よ
り
も
商
家
の
比
率
が
高
い
の

に
対
し
、
大
沢
側
は
純
粋
な
宿
場
の
形
態
を
持
っ
て
お
り
、

本
陣
・
脇
本
陣
も
大
沢
側
に
置
か
れ
て
い
た
。
規
模
は
、

大
沢
側
の
本
陣
（
福
井
家
）
１
、
脇
本
陣
２
（
山
崎
家
と

深
野
家
）
、
旅
籠
大
小
40
軒
。
う
ち
、
本
陣
付
御
用
旅
籠

（
脇
本
陣
と
同
格
の
格
式
を
も
っ
た
幕
府
指
定
の
旅
籠
の

事
）
が
16
軒
で
、
当
宿
の
重
要
性
が
良
く
分
か
る
。 

1
6
0
4

年
に
は
現
在
の
越
谷
市
増
林
に
あ
っ
た
御
茶
屋

御
殿
を
現
在
の
御
殿
町
に
移
築
さ
れ
、「
越
ヶ
谷
御
殿
」
と

称
し
た
。
こ
の
辺
り
は
元
荒
川
沿
い
の
低
湿
地
地
帯
で
、

昔
は
野
鳥
が
多
く
、
徳
川
家
康
や
徳
川
秀
忠
も
し
ば
し
ば

こ
の
御
殿
に
宿
泊
し
、
民
情
視
察
を
兼
ね
て
鷹
狩
り
を
重

ね
て
い
た
。
し
か
し
、1

6
57

年
の
明
暦
の
大
火
に
よ
り
江

戸
城
が
焼
失
し
た
た
め
に
、
こ
の
御
殿
を
解
体
し
、
江
戸

城
の
再
建
に
利
用
さ
れ
た
。
一
帯
は
一
部
を
除
き
畑
地
と

し
て
開
発
さ
れ
た
が
「
御
殿
」
の
名
は
そ
の
地
名
と
し
て

残
り
、
現
在
、「
御
殿
町
」
と
し
て
地
名
と
な
っ
て
い
る
。 

●
日
光
街
道
は
、
日
本
の
江
戸
時
代
に
設
け
ら
れ
て
い
た

五
街
道
の
一
つ
。 

江
戸
日
本
橋
（
武
蔵
国
豊
島
郡
日
本
橋
、

現
在
の
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
）
を
起
点
と
し
、
日
光
坊

中
（
下
野
国
都
賀
郡
日
光
東
照
宮
、
現
在
の
栃
木
県
日
光

市
山
内
）
に
至
る
街
道
。
敷
設
の
主
た
る
目
的
は
、
歴
代

徳
川
将
軍
の
東
照
大
権
現
へ
の
参
拝
、
す
な
わ
ち
日
光
東

照
宮
へ
の
参
詣
で
あ
っ
た
。
道
中
に
は
21
の
宿
場
が
置
か

れ
る
。
日
本
橋
か
ら
宇
都
宮
ま
で
の
道
程
は
奥
州
街
道
と

共
通
で
あ
る
。
現
在
も
、
国
道
４
号
（
宇
都
宮
市
以
南
）

と
国
道119

号
の
通
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。 

▲市内最古の緑泥片岩の板碑、                ▲日光道中・越谷宿の面影を残す家々 

▲久伊豆神社 
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